










成 22 年，全国の 15 歳～39 歳を対象に行われた『若者の意
識に関する調査 』では，ひきこもりの数は 70 万人であり，
15 歳～39 歳人口の 1.8％を占めていた。また，ひきこもり















































































民であり，平均 76.3 人であった（表 1）。
３．研修日程及び内容
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